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商標 

 IBM、IBM ロゴ、ibm.com および Worklight は、世界の多くの国で登録され
た International Business Machines Corporation の商標です。他の製品名お
よびサービス名等は、それぞれ IBM または各社の商標である場合がありま
す。現時点での IBM の商標リストについては、
http://www.ibm.com/legal/copytrade.shtml をご覧ください。 

 この資料は、事前に IBM の書面による許可を得ずにその一部または全部を
複製することは禁じられています。 

 

 

 

 http://www.ibm.com/ibm/us/en/ を参照してください。 

 

IBM® について 
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ダイレクト・アップデートについて 
 

 ダイレクト・アップデートを使用すると、ハイブリッド Android、
iOS、および Windows Phone 8 アプリケーションを、新しいバー 
ジョンの各 Web リソースで自動的に更新できます。 

 ハイブリッド・アプリケーションは、HTML、JavaScript、および 

CSS で作成され、ネイティブ・デバイス機能にアクセスできます。
アプリケーション Web リソースは、モバイル Web アプリケーショ
ンと同様に、ユーザーのデバイスにダウンロードできます。 
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利点 
 

 組織では、常に最新バージョンのアプリケーションをユーザーが使用す
ることを保証できるようになります。 

 保留になっている更新をユーザーに通知したり、廃止されたバージョン
の使用を防止することにより、アプリケーション・バージョンを適切に
制御することができます。 

 Worklight® Server にデプロイされた更新は、ユーザーのデバイスに自
動的にプッシュされます。 

 ユーザーと対話することなく、サイレント・モードで更新をプッシュす
ることが可能です。 
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制限 
 

 アプリケーション Web リソースのダイレクト・アップデート 

– Android、iOS、および Windows Phone 8 をサポート。 

– 更新の対象は、アプリケーション Web リソースに限られます。 

• ネイティブ・リソースを更新するには、新しいバージョンを各アプリケー
ション・ストアにアップロードする必要があります。 

 

 OS 固有の制限 

– Android: 制限はありません。 

– Windows Phone 8: 制限はありません。 

– iOS: 

• B2C: 会社のサービス利用規約に準じます。通常、少なくともバグ修正は
許可されます。 

• B2E: iOS Developer Enterprise Program を介します。 



© Copyright International Business Machines Corporation 2011, 2014. All rights reserved. 9 

アジェンダ 
 

 概要 

 利点 

 制限 

 仕組み 

 ユーザー・エクスペリエンス 

 配布 

 古いアプリケーション・バージョンを使用不可にする 



© Copyright International Business Machines Corporation 2011, 2014. All rights reserved. 10 

仕組み 

 ダイレクト・アップデートは、Worklight 認証フレームワークに基づいています。 

 事前定義の認証レルムおよびチャレンジ・ハンドラーが付属しています。 

 authenticationConfig.xml で以下のモードに調整できます。 

– perSession 

– perRequest 

– disabled  

 ダイレクト・アップデート・プロセスの UI/UX は、単純なインターフェースを 
使用して、完全にカスタマイズできます。 
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仕組み – 続き  
サーバー・サイドのカスタマイズ 

 デフォルトでは、以下のように、<mobileSecurityTest> で、ダイレクト
・アップデートが perSession  モードで有効になっています。 

  <mobileSecurityTest name="mobileTests"> 

      <testAppAuthenticity/>  

      <testDeviceId provisioningType="none" /> 

      <testUser realm="myMobileLoginForm" /> 

      <testDirectUpdate mode="perSession" /> 

  </mobileSecurityTest> 
 
 

 ダイレクト・アップデートを無効にするには、モードを disabled に変更し

ます。他のモードにオーバーライドする場合にも同様に変更します。 

  <testDirectUpdate mode=“disabled" /> 
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仕組み – 続き  
サーバー・サイドのカスタマイズ 

 デフォルトでは、<customSecurityTest> にはレルムがありません。 

 ダイレクト・アップデート・レルムをカスタム・セキュリティー・テストに
追加するには、以下のように、<test> エレメント (レルム名 

wl_directUpdateRealm) を追加し、必要な mode プロパティーを定義し

ます。 

  <customSecurityTest name="customTests"> 

      <test realm="wl_directUpdateRealm" 

mode="perRequest"/> 

  </customSecurityTest> 

 

 詳しくは、Worklight ユーザー文書のトピック『セキュリティー・レルムと
してのダイレクト・アップデート (Direct Update as a security realm)』を
参照してください。 
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仕組み – 続き  
内部機能 

 Web リソースは、まずオフライン
で利用できるように、最初からアプ
リケーションにパッケージされてい
ます。 

 アプリケーションは、ユーザー構成
に基づいて、更新があるかどうかを
以下のタイミングで検査します。 

– セッションごと、要求ごと (無効
にすることも可能)。 

 更新された Web リソースが、必要
に応じてダウンロードされます。 

 ダイレクト・アップデート後、アプ
リケーションは、事前にパッケージ
されたリソースを使用しなくなり、
アプリケーション・サンドボックス
内のリソースだけを使用するように
なります。 

Worklight 
Server 

ネイティブ・  
シェル 

 

事前にパッ 
ケージされた
リソース 

1 
ダウン 
ロード 

3 更新された 
Web リソース 

アプリケー
ション・ 
ストア 

Web   
リソース 

アプリケー 
ション・サン
ドボックス 

2 更新の検査 
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ユーザー・エクスペリエンス 
デフォルトの動作 

 デフォルトでは、ダイレクト・アップデートを受信した後に、ポップアップ
・ダイアログが表示され、ユーザーは、更新プロセスを開始するかどうかを
選択するように求められます。 

 ユーザーが承認すると、進行状況表示バー・ダイアログが表示され、Web リ
ソースのダウンロードが開始します。 

 更新が完了すると、アプリケーションの Web 部分が自動的に再ロードされま
す。 

iOS Android Windows Phone 8 
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ユーザー・エクスペリエンス – 続き 
UI/UX のカスタマイズ 

 デフォルトの UI/UX をオーバーライドし、完全にカスタムなダイレクト・
アップデートの動作を作成することが可能です。 

 これを行うには、以下のように、handleDirectUpdate 関数をオーバー

ライドします。 

  wl_DirectUpdateChallengeHandler.handleDirectUpdate = function(directUpdateData, 
directUpdateContext) { 

      // custom Direct Update logic 

  }; 

 directUpdateData 

– Worklight Server からダウンロードする更新パッケージのファイル・サイ
ズをバイト単位で表す downloadSize プロパティーが含まれている 

JSON オブジェクト。 

 directUpdateContext 

– ダイレクト・アップデート・フローを開始および停止する .start() お
よび .stop() 関数を公開する JavaScript オブジェクト。 
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ユーザー・エクスペリエンス – 続き 
UI/UX のカスタマイズ 

 次のスライドのサンプル・コードでは、カスタム・ダイレクト・アップ
デート・ダイアログがユーザーに表示され、ユーザーは更新プロセスを
続行するか破棄するかを選択できます。 

 

 例えば、カスタマイズした新規ダイレクト・アップデート UI は、以下
のいずれかにすることが可能です。 

– WL.SimpleDialog。 

– サード・パーティーの JavaScript フレームワーク (Dojo や jQuery 

Mobile など) を使用して作成したダイアログ。 

– Cordova プラグインを実行することによる完全にネイティブな UI。 

– オプションとともにユーザーに表示される代替 HTML ファイル。 

– その他... 
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ユーザー・エクスペリエンス – 続き 
UI/UX のカスタマイズ 

wl_directUpdateChallengeHandler.handleDirectUpdate = function(directUpdateData,  

directUpdateContext) { 

    // custom WL.SimpleDialog for Direct Update 

    var customDialogTitle = 'Custom Title Text'; 

    var customDialogMessage = 'Custom Message Text'; 

    var customButtonText1 = 'Update Application'; 

    var customButtonText2 = 'Not Now'; 

 

    WL.SimpleDialog.show(customDialogTitle, customDialogMessage,  

        [{ 

            text : customButtonText1, 

            handler : function() { 

                directUpdateContext.start(); 

            } 

        }, 

        { 

            text : customButtonText2, 

            handler : function() { 

                wl_directUpdateChallengeHandler.submitFailure(); 

            } 

        }] 

    ); 

}; 
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ユーザー・エクスペリエンス – 続き 
UI/UX のカスタマイズ 

iOS Windows Phone 8 Android 
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ユーザー・エクスペリエンス – 続き 
UI/UX のカスタマイズ 

 前のスライドのサンプル・コードでは、以下のように、ダイレクト・
アップデートを破棄するために submitFailure が使用されていまし

た。 

  wl_directUpdateChallengeHandler.submitFailure(); 

 

 前述のとおり、カスタマイズされたダイレクト・アップデート・エク
スペリエンスを開発者が作成した場合、そのフローの責任は、開発者
が負うことになります。 

 そのため、submitFailure() を呼び出して、プロセスが「失敗」で完

了したことを Worklight フレームワークに通知することが重要です。そ
れに対し、Worklight フレームワークは、ダイレクト・アップデートを
トリガーした呼び出しの onFailure コールバックを呼び出します。 

– 更新プロセスが行われなかったため、更新プロセスは、次回にトリ
ガーされたときに再度行われます。 
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ユーザー・エクスペリエンス – 続き 
UI/UX のカスタマイズ 

 オプションとして、開発者は、ダイレクト・アップデート・リスナー を指定

して、ダイレクト・アップデートのライフサイクルを完全に制御することも
可能です。 

  directUpdateContext.start(directUpdateCustomListener); 

 

 詳しくは、Worklight ユーザー文書のトピック『ダイレクト・アップ
デート・インターフェースのカスタマイズ (Customizing the direct 

update interface)』を参照してください。 
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配布 
 

V1.0 

Worklight 

Studio 

アプリケーション・
ストア (*) 

Worklight Server 

以下を開発: 

•ネイティブ・
アプリケー  
ション 

•Web リソース 

Web リソース 

ネイティブ + 

Web リソース 

ネイティブ・アプリケーション V1.0 

および V1.1 用の最新 Web リソース
を保守 

ダウンロード 

V1.1 

(*) 開発サイクル中、テスターは、アプリケーション・ストアではなく内部配布メカニズム
によって、最新 Web リソースを自動的に取得します。 
  

更新された V1.0 用
の Web リソース 

更新された V1.1 用
の Web リソース 

ネイティブ・ 
シェル 

Web コード 

 

<!DOCTYPE html 

PUBLIC 

<html> 

<! - - created 2011-

12-1 

 

<head><title>XYZ<

/title 

</head> 

</body> 

</html> 

ネイティブ・ 
シェル 

Web コード 

 

<!DOCTYPE html 

PUBLIC 

<html> 

<! - - created 2011-

12-1 

 

<head><title>XYZ<

/title 

</head> 

</body> 

</html> 
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古いアプリケーション・バージョンを使用不可にする 
 
 Worklight Console を使用して、廃止されたバージョンをユーザーが使用できな
いようにし、更新があることをユーザーに通知することができます。 

 解説: 「リモート接続の無効化 (Remote Disable)」機能は、ユーザーと 

Worklight Server との対話のみを防止します。つまり、アプリケーションが新し

いデータをフェッチできないようにします。この状態でも、アプリケーション
自体へのアクセスは可能です。 

– サーバー接続を必要とする 

アプリケーションのアクションは、 

すべてブロックされます。 
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特記事項 

 これらの資料は、以下のご使用条件に同意していただける場合に限りご使用いただけます。 

 本書は米国 IBM が提供する製品およびサービスについて作成したものです。 

 本書に記載の製品、サービス、または機能が日本においては提供されていない場合があります。日本で利用可能
な製品、サービス、および機能については、日本 IBM の営業担当員にお尋ねください。 本書で IBM 製品、プログ
ラム、またはサービスに言及していても、その IBM 製品、プログラム、または サービスのみが使用可能であること
を意味するものではありません。 これらに代えて、IBM の知的所有権を侵害することのない、機能的に同等の 製
品、プログラム、またはサービスを使用することができます。 ただし、IBM 以外の製品とプログラムの操作または
サービスの 評価および検証は、お客様の責任で行っていただきます。 

 IBM は、本書に記載されている内容に関して特許権 (特許出願中のものを含む) を保有している場合があります。 

本書の提供は、お客様にこれらの特許権について実施権を許諾することを意味するものではありません。実施権
についてのお問い合わせは、書面にて下記宛先にお送りください。  

– 〒103-8510 

東京都中央区日本橋箱崎町19番21号 

日本アイ・ビー・エム株式会社 

法務・知的財産 

知的財産権ライセンス渉外  
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無作為に生成される場合があります。これらの Cookie も個人情報を含まず、要求されるものです。 

 この「ソフトウェア・オファリング」が Cookie およびさまざまなテクノロジーを使用してエンド・ユーザーから個人を特

定できる情報を収集する機能を提供する場合、お客様は、このような情報を収集するにあたって適用される法律、
ガイドライン等を遵守する必要があります。これには、エンドユーザーへの通知や同意の要求も含まれますがそれ
らには限られません。このような目的での Cookie を含む様々なテクノロジーの使用の詳細については、IBM の
『IBM オンラインでのプライバシー・ステートメント』(http://www.ibm.com/privacy/details/jp/ja/) の『クッキー、ウェ
ブ・ビーコン、その他のテクノロジー』および『IBM Software Products and Software-as-a-Service Privacy 

Statement』(http://www.ibm.com/software/info/product-privacy) を参照してください。 
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サポートおよびコメント 

 IBM Worklight の一連の文書、トレーニング資料、および質問をポストできるオンライン・フォーラムはすべて、次の IBM Web サイトか
らご覧になれます。 

– http://www.ibm.com/mobile-docs 

 サポート 

– ソフトウェア・サブスクリプション & サポート (ソフトウェア・メンテナンスと呼ばれる場合もあります) は、パスポート・アドバン
テージおよびパスポート・アドバンテージ・エクスプレスから購入されたライセンスに含まれています。International Passport 
Advantage Agreement および IBM International Passport Advantage Express Agreement の追加情報については、次のパスポート・ア
ドバンテージ Web サイトを参照してください。 

• http://www.ibm.com/software/passportadvantage 

– ソフトウェア・サブスクリプション & サポートが有効になっている場合、IBM は、インストールおよび使用法 (ハウツー) に関する短
期間の FAQ に対するサポートや、コード関連の質問に対するサポートを提供します。詳しくは、次の IBM ソフトウェア・サポート
・ハンドブックを参照してください。 

• http://www.ibm.com/support/handbook 

 ご意見 

– 本資料に関するご意見をお寄せください。本資料の具体的な誤りや欠落、正確性、編成、題材、または完成度に関するご意見をお寄
せください。 お寄せいただくご意見は、本マニュアルまたは製品の情報、およびその情報の提示方法に関するもののみとしてくださ
い。 

– 製品の技術的な質問および情報、および価格については、担当の IBM 営業所、IBM ビジネス・パートナー、または認定リマーケター
にお問い合わせください。 

– IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うことのない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは
配布することができるものとします。IBM またはいかなる組織も、お客様から提示された問題についてご連絡を差し上げる場合にの
み、お客様が提供する個人情報を使用するものとします。 

– どうぞよろしくお願いいたします。 

– 次の IBM Worklight Developer Edition サポート・コミュニティーにご意見をお寄せください。 

• https://www.ibm.com/developerworks/mobile/worklight/connect.html 

– IBM からの回答を希望される場合は、以下の情報をご連絡ください。 

• 氏名 

• 住所 

• 企業または組織 

• 電話番号 

• E メール・アドレス 
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